
天瀬高塚
玖珠

九重伐株山
憩いの森

●

黒川温泉
●

九重
森林公園●

天ケ瀬
杉河内

北山田
豊後中川

豊後森

恵良

引治
豊後中村

大分自動車道

久大本
線

国道387号
国道442号

国道210号

国
道2
1
2
号

杖立温泉
●

熊本ファミリー銀行
小国支店

●

トップに聞く！

4

2

平田　雄一郎 氏
（平田機工株式会社　代表取締役社長）

10上田　教二 氏
（有限会社北部農園　代表取締役会長）

16田頭　愼一 氏
（前畑造船株式会社　代表取締役社長）

経済動向
九州、福岡県、熊本県、長崎県、佐賀県

33

42経済指標
全国、福岡県、熊本県、長崎県、佐賀県

53海外拠点紹介
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地域経済調査 22
BSI調査による景況感の変化

所在地：熊本県阿蘇郡小国町北里3199

北里柴三郎記念館に現存する生家
敷地内には遺品などを陳列した資料館がある

　破
傷
風
の
記
録
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
す
で
に

あ
る
。全
身
の
け
い
れ
ん
と
激
し
い
痛
み
を
伴
い
、重
症
の
場
合
、

今
で
も
死
に
い
た
る
。「
医
学
の
祖
」も
為
す
す
べ
が
な
か
っ
た
ろ

う
。病
気
の
原
因
と
し
て
、人
類
が
細
菌
の
存
在
を
知
り
、科
学
的

な
治
療
法
を
獲
得
す
る
の
は
、結
核
菌
の
コ
ッ
ホ
、予
防
接
種
の
パ

ス
ツ
ー
ル
の
時
代
。そ
の
コ
ッ
ホ
の
も
と
で
、北
里
柴
三
郎（
一
八
五

二
〜
一
九
三
一
）が
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
に
成
功
し
、血
清
療
法

を
創
案
し
た
の
は
三
十
八
歳
の
留
学
五
年
目
で
あ
っ
た
。

　源
氏
の
流
れ
を
く
む
熊
本
県
小
国
町
の
旧
家
。文
よ
り
も
武
を

好
む
長
男
に
生
ま
れ
る
。武
士
へ
の
夢
が
維
新
で
断
た
れ
、「
語
学
を

学
ぶ
た
め
」だ
っ
た
熊
本
医
学
校
で
の
顕
微
鏡
体
験
が
転
機
と
な
っ

た
。苦
学
し
て
東
京
医
学
校（
現・東
大
医
学
部
）を
卒
業
、衛
生
行

政
の
道
を
選
ぶ
。「
予
防（
接
種
）」す
る
し
か
な
か
っ
た
感
染
症
に
、

「
治
療
」の
道
を
開
く
医
療
革
命
、血
清
療
法
の
先
陣
に
立
っ
た
の
は

内
務
省
衛
生
局
の
留
学
生
と
し
て
で
あ
っ
た
。

　国
民
の
衛
生・健
康
に
尽
く
し
た
い 

― 

欧
米
研
究
機
関
の
誘
い

を
断
っ
て
の
帰
国
に
、唯
一
の
研
究
施
設
を
持
つ
東
大
は〝
世
界
の

北
里
〞の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
。細
菌
を
か
っ
け
脚
気
の
原
因
と
す
る
恩

師
の
説
を
否
定
し
た
こ
と
が
忘
恩
の
嵐
と
な
っ
た
。柴
三
郎
の
正
し

さ
は
、鈴
木
梅
太
郎
の
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
論
で
証
明
さ
れ
る
が
、執
拗

な
バ
ッ
シ
ン
グ
は
、折
り
し
も
創
設
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
も
仇
と

な
り
、そ
の
栄
誉
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
日
本
人
は
絶
好
の
機
を
逸
し

た
。第
一
回
医
学・生
理
学
賞
は
同
僚
だ
っ
た
ベ
ー
リ
ン
グ
に
。対
象

の「
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
療
法
の
開
発
」は
破
傷
風
研
究
の
亜
流
だ
が
、

ド
イ
ツ
の
、国
を
挙
げ
て
の
応
援
が
後
押
し
し
た
。

　日
本
初
の
伝
染
病
研
究
所
が
福
沢
諭
吉
の
支
援
で
用
意
さ
れ
、

の
ち
に
私
財
で
北
里
研
究
所
を
創
設
、ペ
ス
ト
菌
発
見
な
ど
の
業
績

を
重
ね
る
。古
武
士
の
厳
格
さ
と
教
育
者
の
情
味
で「
ド
ン
ネ
ル（
カ

ミ
ナ
リ
）」と
愛
称
さ
れ
た
男
は
、門
下
か
ら
赤
痢
菌
の
志
賀
潔
、黄

熱
病
の
野
口
英
世
ら
を
輩
出
し
た
。本
懐
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
　

C O N T E N T S

Monthly
Column

2 0 1 2.7 JUL VOL.50

【バックナンバーのお知らせ】
「FFG 調査月報」のバックナンバーは、
ふくおかフィナンシャルグループの
ホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/
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平田機工株式会社
代表取締役社長　平田　雄一郎 氏 4-9p

To p   I n t e r v i e w

農業の戦略経営と効率化で、
新たなアグリ･インダストリーを目指す

有限会社北部農園
代表取締役会長　上田　教二 氏 10-15p

「技術の研讃とイノベーション」によって
時代の要請に応え続ける
内航船舶建造部門のトップリーダーへ

前畑造船株式会社
代表取締役社長　田頭　愼一 氏 16-21p

自動車、半導体、
家電関連を主要事業に、
お客様の求める高いレベルの
生産システムを熊本から世界へ

4 9pp 平田機工株式会社 平田機工

■設　　立：1951年12月
■所 在 地：東京都品川区
■資 本 金：26億3,300万円　
■従 業 員：1,868名（連結）
■事業内容：各種生産システム、

産業用ロボット及び物流関連機器等製造販売
■事業拠点：東京都品川区（本社）、熊本市北区（本部・工場）、

熊本県菊池市、栃木県宇都宮市、滋賀県野洲市（工場）、
愛知県豊田市（事務所）

前畑造船株式会社 前畑造船

■設　　立：1948年7月
■所 在 地：長崎県佐世保市
■資 本 金：2,100万円　
■従 業 員：77名
■事業内容：船舶の造修業及び鋼構造物製作

新造船：客船、フェリー、油タンカー、ケミカルタンカー、
LPGタンカー、貨物船、自衛艦船、漁船、作業船、高速船等
あらゆる船舶を建造

■事業拠点：長崎県佐世保市（本社、工場）

有限会社北部農園

■創　　業：1982年1月
■設　　立：1999年4月
■所 在 地：熊本市北区
■資 本 金：1,000万円
■従 業 員：65名
■事業内容：肥料販売、

農場経営（レタス、キャベツ、ベビーリーフ、米等の栽培）
■事業拠点：熊本市北区（本社、農場）、熊本県玉名市、天草市、

大分県玖珠郡九重町（出荷センター、農場）

10 15p p

16 21pp

2FFG MONTHLY SURVEY Vol.50



Fukuoka

Iizuka

Kurume

Kitakyushu

Shimonoseki

Saga

Karatsu

Sasebo Oita

Aso

Nobeoka

Hita

Kitsuki

Kumamoto

Yatsushiro

Tamana

Miyazaki

Nagasaki

平田機工株式会社
代表取締役社長　平田　雄一郎 氏 4-9p

To p   I n t e r v i e w

農業の戦略経営と効率化で、
新たなアグリ･インダストリーを目指す

有限会社北部農園
代表取締役会長　上田　教二 氏 10-15p

「技術の研讃とイノベーション」によって
時代の要請に応え続ける
内航船舶建造部門のトップリーダーへ

前畑造船株式会社
代表取締役社長　田頭　愼一 氏 16-21p

自動車、半導体、
家電関連を主要事業に、
お客様の求める高いレベルの
生産システムを熊本から世界へ

4 9pp 平田機工株式会社 平田機工

■設　　立：1951年12月
■所 在 地：東京都品川区
■資 本 金：26億3,300万円　
■従 業 員：1,868名（連結）
■事業内容：各種生産システム、

産業用ロボット及び物流関連機器等製造販売
■事業拠点：東京都品川区（本社）、熊本市北区（本部・工場）、

熊本県菊池市、栃木県宇都宮市、滋賀県野洲市（工場）、
愛知県豊田市（事務所）

前畑造船株式会社 前畑造船

■設　　立：1948年7月
■所 在 地：長崎県佐世保市
■資 本 金：2,100万円　
■従 業 員：77名
■事業内容：船舶の造修業及び鋼構造物製作

新造船：客船、フェリー、油タンカー、ケミカルタンカー、
LPGタンカー、貨物船、自衛艦船、漁船、作業船、高速船等
あらゆる船舶を建造

■事業拠点：長崎県佐世保市（本社、工場）

有限会社北部農園

■創　　業：1982年1月
■設　　立：1999年4月
■所 在 地：熊本市北区
■資 本 金：1,000万円
■従 業 員：65名
■事業内容：肥料販売、

農場経営（レタス、キャベツ、ベビーリーフ、米等の栽培）
■事業拠点：熊本市北区（本社、農場）、熊本県玉名市、天草市、

大分県玖珠郡九重町（出荷センター、農場）

10 15p p

16 21pp

3 FFG MONTHLY SURVEY Vol.50



平田機工株式会社

▲功績を称える感謝状や楯の前で(左から平田社長、谷頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

自
動
車
、半
導
体
、

家
電
関
連
を
主
要
事
業
に
、

お
客
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の
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め
る
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ベ
ル
の

生
産
シ
ス
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を
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ら
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平田機工株式会社

ス（
ス
カ
ラ
型
ロ
ボ
ッ
ト
）」を
開
発
し
、

81
年（
昭
和
56
年
）、世
界
に
先
駆
け
て

発
売
し
ま
し
た
。海
外
進
出
を
開
始
し

た
の
も
80
年
代
で
す
。80
年
に
は
最
初

の
海
外
事
業
拠
点
を
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
に
設
立
し
ま
し
た
が
、こ
れ
以

降
、ア
ジ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
事
業
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
が
90
年
代
で
、ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
導
入
し
て
自
動
化

生
産
シ
ス
テ
ム
の
製
造
・
販
売
を
開

始
。更
に
90
年
代
の
後
半
に
は「
事
業

の
選
択
と
集
中
」を
行
い
、そ
れ
ま
で

家
電
中
心
だ
っ
た
事
業
を
、「
自
動
車
」

「
F
P
D（
F
l
a
t 

P
a
n
e
l 

D
i
s
p
l
a
y
：
薄
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
）」「
半
導
体
」の
３
分
野
へ
シ
フ

ト
し
ま
し
た
。こ
の
後
、当
社
は
こ
れ

ら
３
分
野
を
主
軸
と
し
て
国
内
外
で

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
の
は
、06
年（
平
成

18
年
）の
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
証
券
取
引
所

（
現 

大
阪
証
券
取
引
所
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク

市
場
）へ
の
株
式
上
場
で
し
ょ
う
。も
ち

　
当
社
は
、私
の
父
で
あ
る
平
田
耕
也

（
現
会
長
）と
祖
父
の
平
田
恒
一
が
、

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）に
熊
本
市

に
設
立
し
た
平
田
車
輌
工
業
株
式
会

社
を
出
発
点
と
し
て
い
ま
す
。設
立
当

初
は
リ
ヤ
カ
ー
等
産
業
用
車
輌
の
製

造
・
販
売
を
手
掛
け
て
お
り
ま
し
た

が
、そ
の
後
当
社
の
事
業
領
域
や
企
業

形
態
は
時
代
を
追
う
ご
と
に
変
化
し

て
い
き
ま
し
た
。70
年（
昭
和
45
年
）に

は
、創
業
時
の
想
い
で
あ
っ
た「
運
搬
の

合
理
化
」の
追
求
と
い
う
観
点
か
ら
事

業
を
発
展
さ
せ
、工
場
で
の
作
業
者
の

ス
ト
レ
ス
軽
減
や
生
産
効
率
向
上
を

実
現
す
る「
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
方
式
コ
ン

ベ
ヤ
」の
製
造
を
開
始
し
た
他
、74
年

（
昭
和
49
年
）に
は
平
田
機
工
商
事
、

大
平
コ
ン
ベ
ヤ
ー
と
の
合
併
を
経
て
、

新
た
に
平
田
機
工
株
式
会
社
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
80
年（
昭
和
55
年
）に
は
、人
間
の
腕

代
わ
り
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト「
ア
ー
ム
ベ
ー

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」で
す
。「
お
客
様
あ
り

き
」を
貫
く
開
発
思
想
と
生
産
シ
ス
テ

ム
を
知
り
尽
く
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ

て
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
に
提
供
す
る
製
品
の

信
頼
性
を
高
め
、低
コ
ス
ト・
短
納
期

を
実
現
す
る「
も
の
づ
く
り
力
」も
そ

の
一
つ
。構
想
段
階
か
ら
始
ま
り
、設

計
や
部
品
加
工
、組
立
、試
運
転
、生

産
立
ち
上
げ
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
サ

ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、全
て
の
工
程
を

自
社
グ
ル
ー
プ
内
で
一
貫
し
て
行
う
こ

と
で
、高
次
元
の
品
質
と
ス
ピ
ー
ド
生

産
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、実
際
の
生
産
現
場

を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な

「
サ
ポ
ー
ト
力
」も
当
社
の
強
み
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
且
つ
多
岐
に
亘
る
様
々
な

産
業
分
野
で
培
わ
れ
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、運
用
サ
ポ
ー
ト
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、製
品
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等
、お

客
様
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
。ま
た
国
内
外
の

子
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、広
い
視

野
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ろ
ん
製
品
開
発
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

例
え
ば
F
P
D
用
レ
ジ
ス
ト
塗
布
装
置

「
ヘッ
ド
コ
ー
タ
ー
」を
は
じ
め
、各
種
の

ロ
ボ
ッ
ト
や
搬
送
シ
ス
テ
ム
、装
置
等
を

次
々
と
誕
生
さ
せ
た
他
、直
近
で
は
12

年（
平
成
24
年
）に
高
速
動
作
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
を
向
上
さ
せ
た「
水
平
多
関

節
型
ロ
ボ
ッ
ト
」を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、「
工
場
を
つ
く
る
工
場
」に

例
え
ら
れ
、自
動
車
関
連
・
半
導
体
関

連
・
F
P
D
及
び
太
陽
電
池
関
連
や

物
流
機
器
そ
し
て
家
電
関
連
の
生
産

設
備
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
、多
様
な

産
業
分
野
に
お
け
る
世
界
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
の
工
場
へ
生
産
シ
ス
テ
ム
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
多
く
が

商
社
を
通
さ
な
い「
お
客
様
と
の
直
接

取
引
」に
よ
る
も
の
で
す
。

　
特
長
と
言
え
る
の
が
、お
客
様
の
求

め
る
性
能
、コ
ス
ト
や
品
質
、安
全
性
、

生
産
効
率
等
を
実
現
す
る「
生
産
エ
ン

地
方
の
製
造
企
業
か
ら

世
界
の
生
産
設
備
メ
ー
カ
ー
へ

▲エンジン組立ライン

▲工場視察風景

▲熊本本部・熊本工場外観

▲工場視察風景 ▲平田社長

独
自
の
技
術
力
で
世
界
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
生
産
設
備
を
支
え
る

▲製品に使う部品を自社内で生産する為の加工設備

▲工場視察風景 ▲ロボットの部品の説明 ▲スカラ型ロボット▲ガラス基盤搬送ロボットの前で（左から平田社長、谷頭取、長下熊本営業部長）
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平田機工株式会社

ス（
ス
カ
ラ
型
ロ
ボ
ッ
ト
）」を
開
発
し
、

81
年（
昭
和
56
年
）、世
界
に
先
駆
け
て

発
売
し
ま
し
た
。海
外
進
出
を
開
始
し

た
の
も
80
年
代
で
す
。80
年
に
は
最
初

の
海
外
事
業
拠
点
を
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
に
設
立
し
ま
し
た
が
、こ
れ
以

降
、ア
ジ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
事
業
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
が
90
年
代
で
、ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
導
入
し
て
自
動
化

生
産
シ
ス
テ
ム
の
製
造
・
販
売
を
開

始
。更
に
90
年
代
の
後
半
に
は「
事
業

の
選
択
と
集
中
」を
行
い
、そ
れ
ま
で

家
電
中
心
だ
っ
た
事
業
を
、「
自
動
車
」

「
F
P
D（
F
l
a
t 

P
a
n
e
l 

D
i
s
p
l
a
y
：
薄
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
）」「
半
導
体
」の
３
分
野
へ
シ
フ

ト
し
ま
し
た
。こ
の
後
、当
社
は
こ
れ

ら
３
分
野
を
主
軸
と
し
て
国
内
外
で

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
の
は
、06
年（
平
成

18
年
）の
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
証
券
取
引
所

（
現 

大
阪
証
券
取
引
所
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク

市
場
）へ
の
株
式
上
場
で
し
ょ
う
。も
ち

　
当
社
は
、私
の
父
で
あ
る
平
田
耕
也

（
現
会
長
）と
祖
父
の
平
田
恒
一
が
、

1
9
5
1
年（
昭
和
26
年
）に
熊
本
市

に
設
立
し
た
平
田
車
輌
工
業
株
式
会

社
を
出
発
点
と
し
て
い
ま
す
。設
立
当

初
は
リ
ヤ
カ
ー
等
産
業
用
車
輌
の
製

造
・
販
売
を
手
掛
け
て
お
り
ま
し
た

が
、そ
の
後
当
社
の
事
業
領
域
や
企
業

形
態
は
時
代
を
追
う
ご
と
に
変
化
し

て
い
き
ま
し
た
。70
年（
昭
和
45
年
）に

は
、創
業
時
の
想
い
で
あ
っ
た「
運
搬
の

合
理
化
」の
追
求
と
い
う
観
点
か
ら
事

業
を
発
展
さ
せ
、工
場
で
の
作
業
者
の

ス
ト
レ
ス
軽
減
や
生
産
効
率
向
上
を

実
現
す
る「
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
方
式
コ
ン

ベ
ヤ
」の
製
造
を
開
始
し
た
他
、74
年

（
昭
和
49
年
）に
は
平
田
機
工
商
事
、

大
平
コ
ン
ベ
ヤ
ー
と
の
合
併
を
経
て
、

新
た
に
平
田
機
工
株
式
会
社
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
80
年（
昭
和
55
年
）に
は
、人
間
の
腕

代
わ
り
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト「
ア
ー
ム
ベ
ー

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」で
す
。「
お
客
様
あ
り

き
」を
貫
く
開
発
思
想
と
生
産
シ
ス
テ

ム
を
知
り
尽
く
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ

て
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、お
客
様
に
提
供
す
る
製
品
の

信
頼
性
を
高
め
、低
コ
ス
ト・
短
納
期

を
実
現
す
る「
も
の
づ
く
り
力
」も
そ

の
一
つ
。構
想
段
階
か
ら
始
ま
り
、設

計
や
部
品
加
工
、組
立
、試
運
転
、生

産
立
ち
上
げ
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
サ

ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、全
て
の
工
程
を

自
社
グ
ル
ー
プ
内
で
一
貫
し
て
行
う
こ

と
で
、高
次
元
の
品
質
と
ス
ピ
ー
ド
生

産
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、実
際
の
生
産
現
場

を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
な

「
サ
ポ
ー
ト
力
」も
当
社
の
強
み
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
且
つ
多
岐
に
亘
る
様
々
な

産
業
分
野
で
培
わ
れ
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、運
用
サ
ポ
ー
ト
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、製
品
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等
、お

客
様
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
。ま
た
国
内
外
の

子
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、広
い
視

野
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ろ
ん
製
品
開
発
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

例
え
ば
F
P
D
用
レ
ジ
ス
ト
塗
布
装
置

「
ヘッ
ド
コ
ー
タ
ー
」を
は
じ
め
、各
種
の

ロ
ボ
ッ
ト
や
搬
送
シ
ス
テ
ム
、装
置
等
を

次
々
と
誕
生
さ
せ
た
他
、直
近
で
は
12

年（
平
成
24
年
）に
高
速
動
作
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
を
向
上
さ
せ
た「
水
平
多
関

節
型
ロ
ボ
ッ
ト
」を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、「
工
場
を
つ
く
る
工
場
」に

例
え
ら
れ
、自
動
車
関
連
・
半
導
体
関

連
・
F
P
D
及
び
太
陽
電
池
関
連
や

物
流
機
器
そ
し
て
家
電
関
連
の
生
産

設
備
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
、多
様
な

産
業
分
野
に
お
け
る
世
界
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
の
工
場
へ
生
産
シ
ス
テ
ム
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
多
く
が

商
社
を
通
さ
な
い「
お
客
様
と
の
直
接

取
引
」に
よ
る
も
の
で
す
。

　
特
長
と
言
え
る
の
が
、お
客
様
の
求

め
る
性
能
、コ
ス
ト
や
品
質
、安
全
性
、

生
産
効
率
等
を
実
現
す
る「
生
産
エ
ン

地
方
の
製
造
企
業
か
ら

世
界
の
生
産
設
備
メ
ー
カ
ー
へ

▲エンジン組立ライン

▲工場視察風景

▲熊本本部・熊本工場外観

▲工場視察風景 ▲平田社長

独
自
の
技
術
力
で
世
界
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
生
産
設
備
を
支
え
る

▲製品に使う部品を自社内で生産する為の加工設備

▲工場視察風景 ▲ロボットの部品の説明 ▲スカラ型ロボット▲ガラス基盤搬送ロボットの前で（左から平田社長、谷頭取、長下熊本営業部長）
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

平田機工株式会社

　
当
社
は
、
中
期
経
営
計
画

「
P
L
U
S 

O
N
E 

61
」で
以
下
の

５
点
を
重
点
施
策
と
し
て
定
め
、今
後

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
第
１
点
は
、「
現
在
の
事
業
領

域
を
深
耕
す
る（
既
存
市
場
・
分
野
で

の
内
部
固
め
の
深
耕
）」こ
と
で
す
。同

時
に
、「
新
市
場（
成
長
市
場
で
の
展

開
を
加
速
）で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
た

る
も
の
に
す
る
」こ
と
や「
新
規
事
業

領
域
の
拡
大（
新
分
野
へ
の
展
開
）」等

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
３

つ
の
ベ
ク
ト
ル
毎
に
価
値
を「
強
め
る・

高
め
る・
付
加
す
る（
プ
ラ
ス・ワ
ン
）」

こ
と
で
、当
社
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
力
を
加
速
さ
せ
て
い
く
考
え

で
す
。

　
第
２
点
は
、「
損
益
分
岐
点
の
引
き

下
げ
」。全
社
規
模
の
生
産
負
荷
調
整

の
積
極
化
、調
達
力
の
強
化
、新
体
制

で
の
内
部
生
産
の
最
大
化
を
図
り
、こ

れ
に
対
応
し
ま
す
。

一
、社
会
に
貢
献
す
る（
事
業
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
し
、そ
の
度
合
い
に
応
じ
た
評
価
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、発
展
す
る
。）

一
、顧
客
を
優
先
す
る（
常
に
お
客
様
の
利
益

を
優
先
し
、そ
の
期
待
に
応
え
て
ゆ
く
。）

　
こ
の
理
念
は
、当
社
の「
人
に
優
し

い
」生
産
シ
ス
テ
ム
と
い
う
思
想
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、工
場
で

働
く「
人
に
優
し
い
」、経
営
に
と
っ
て

「
人
に
優
し
い
」、管
理
者
に
と
っ
て

「
人
に
優
し
い
」…
と
い
う
考
え
を
リ

ン
ク
さ
せ
た
も
の
。進
展
著
し
い
近
年

の
技
術
革
新
の
中
に
あ
っ
て
、生
産
シ

ス
テ
ム
に
は
高
品
質
と
高
稼
働
率
に
加

え
て
、多
様
な
生
産
形
態
に
柔
軟
に
対

応
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、ど
ん
な
に
自
動
化
が
進
ん
で
も
生

産
を
行
う
の
は
人
間
。そ
の
為
、経
営

効
率
に
貢
献
す
る
だ
け
で
は
な
く
、オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、生
産
技
術
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
う
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
効

率
の
上
が
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、当

社
は
人
の
持
つ
本
来
の
能
力
を
活
か
す

こ
と
が
出
来
る「
人
に
優
し
い
」生
産

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
言
及
す
れ
ば
、当

社
は
北
米・ヨ
ー
ロ
ッ
パ・東
南
ア
ジ
ア・

中
国
・
台
湾
等
、海
外
に
８
社
の
現
地

法
人
を
配
置
し
た「
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応

力
」も
自
慢
で
す
。新
規
案
件
の
ご
相

談
等
様
々
な
ご
要
望
に
、世
界
中
の
ど

の
地
域
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
柔
軟
に

対
応
出
来
る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、お

客
様
は
日
本
を
は
じ
め
世
界
40
ヵ
国
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
理
念
は
、次
の
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。

一
、人
を
活
か
す（
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
し

な
が
ら
、全
体
と
し
て
の
完
成
を
求
め
て
ゆ

く
集
団
で
あ
る
。）

一
、技
術
革
新
に
努
め
る（
日
々
の
技
術
革
新
に

努
力
し
、社
会
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

ゆ
く
。）

一
、人
間
尊
重
を
貫
く（
常
に
人
間
尊
重
の
精

神
を
持
ち
、人
間
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
作

り
ゆ
く
。）

一
、創
造
的
人
生
を
ひ
ら拓
く（
自
己
の
人
格
・
能
力

を
高
め
、ク
リ
エ
イ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
を
創
造
し
て
ゆ
く
場
で
あ
る
。）

　
第
３
点
は
、「
品
質
の
均
一
化
」。第

三
者
検
査
の
原
則
化
と
と
も
に
、３
Ｄ

に
よ
る
構
想
シ
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
レ

ビ
ュ
ー
段
階
で
の
衆
知
の
結
集
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
４
点
は
、「
グ
ル
ー
プ
各
社
の
機

能
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
経
営
管

理
の
確
立
」。グ
ル
ー
プ
各
社
が
果
た

す
役
割
に
応
じ
た
評
価
が
的
確
に
出

来
る
仕
組
み
づ
く
り
を
は
じ
め
、国
際

財
務
報
告
基
準（
I
F
R
S
）や
事
業

継
続
計
画（
B
C
P
）へ
の
対
応
を
促

進
さ
せ
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
の
第
５
点
は
、「
働
き

が
い
の
あ
る
企
業
づ
く
り
」。当
社
は
、

「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を

育
て
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も

「
人
材
育
成
」を
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
軸
に
据
え
、キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
基
本
教
育
と
選
択
型
教
育
を

提
供
す
る
他
、当
社
の
強
み
を
活
か
す

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
努
め
、職
場

環
境
の
安
全・快
適
性
も
追
求
し
て
い

き
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
増
加
に
対
応
す
る
他
、

電
気
自
動
車
分
野
に
も
参
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
、欧
州
市
場
へ
の
参
入
を
果
た

す
べ
く
大
規
模
ラ
イ
ン
の
納
入
を
目
標

の
一
つ
に
定
め
、中
長
期
的
な
視
点
で

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。半
導
体
関

連
は
、ニ
ー
ズ
の
高
い
北
米
市
場
へ
の
展

開
を
積
極
的
に
図
り
な
が
ら
、業
界
内

で
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、家
電
関
連
で

は
ア
ジ
ア
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
確
立

の
為
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
核
と
す
る
ビ

ジ
ネ
ス・ス
キ
ー
ム
に
よ
る
受
注
活
動
を

活
発
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
新
事
業
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば

当
社
が
F
P
D
ビ
ジ
ネ
ス
で
培
っ
た

コ
ー
タ
ー（
塗
布
装
置
）技
術
の
異
分

野
で
の
展
開
や
、新
規
参
入
し
た
リ
チ

ウ
ム
電
池
事
業
等
、創
業
61
年
目
を

迎
え
た
今
年
、こ
れ
ら
の
新
た
な
取
り

組
み
と
と
も
に
、次
の
世
代
に
向
け
て

の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲工場視察風景 ▲米ゼネラル・モーターズ社からSupplier of the Yearを
　受賞した際の記念の楯(多大な貢献をした企業が受賞）

経
営
理
念
と
も
つ
な
が
る「
人
に
優
し
い
」

生
産
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る

主
要
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
を

図
り
つ
つ
新
分
野
へ
の
進
出
も
計
画

中
期
経
営
計
画「
P
L
U
S 

O
N
E 

61
」

を
も
と
に
描
く
持
続
的
成
長
軌
道

　
将
来
の
展
望
で
す
が
、中
期
経
営

計
画
で
は
14
年
度
の
売
上
げ
目
標
を

5
5
0
億
円
、営
業
利
益
率
目
標
を

５
％
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
先
述
の
中
期
経
営
計
画
の
第
１
点

で
の
事
業
分
野
別
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
と
、ま
ず
自
動
車
関
連
で
は
ハ
イ

▲左から平田社長、谷頭取、長下熊本営業部長、松永取締役

　「運搬の合理化」を追求したいとの想いからコンベヤ等の製造を開始されて以
降、常に顧客のニーズを捉える最新の自動化生産システムの開発に注力され、世
界の産業を支え続けてこられました。今回、工場を見学させて頂きましたが、ここ
熊本から世界の最先端の技術を支えていると思うと、非常に感慨深いものがござ
います。
　御社のような世界に誇る一流企業をご支援出来ることに感謝するとともに、今
年よりスタートされた新たな中期経営計画につきましても、既存事業の拡大と新
事業の確立に向けた取り組みにより、その目標を達成されることを祈念致します。
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

平田機工株式会社

　
当
社
は
、
中
期
経
営
計
画

「
P
L
U
S 

O
N
E 

61
」で
以
下
の

５
点
を
重
点
施
策
と
し
て
定
め
、今
後

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
第
１
点
は
、「
現
在
の
事
業
領

域
を
深
耕
す
る（
既
存
市
場
・
分
野
で

の
内
部
固
め
の
深
耕
）」こ
と
で
す
。同

時
に
、「
新
市
場（
成
長
市
場
で
の
展

開
を
加
速
）で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
た

る
も
の
に
す
る
」こ
と
や「
新
規
事
業

領
域
の
拡
大（
新
分
野
へ
の
展
開
）」等

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
３

つ
の
ベ
ク
ト
ル
毎
に
価
値
を「
強
め
る・

高
め
る・
付
加
す
る（
プ
ラ
ス・ワ
ン
）」

こ
と
で
、当
社
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
力
を
加
速
さ
せ
て
い
く
考
え

で
す
。

　
第
２
点
は
、「
損
益
分
岐
点
の
引
き

下
げ
」。全
社
規
模
の
生
産
負
荷
調
整

の
積
極
化
、調
達
力
の
強
化
、新
体
制

で
の
内
部
生
産
の
最
大
化
を
図
り
、こ

れ
に
対
応
し
ま
す
。

一
、社
会
に
貢
献
す
る（
事
業
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
し
、そ
の
度
合
い
に
応
じ
た
評
価
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、発
展
す
る
。）

一
、顧
客
を
優
先
す
る（
常
に
お
客
様
の
利
益

を
優
先
し
、そ
の
期
待
に
応
え
て
ゆ
く
。）

　
こ
の
理
念
は
、当
社
の「
人
に
優
し

い
」生
産
シ
ス
テ
ム
と
い
う
思
想
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、工
場
で

働
く「
人
に
優
し
い
」、経
営
に
と
っ
て

「
人
に
優
し
い
」、管
理
者
に
と
っ
て

「
人
に
優
し
い
」…
と
い
う
考
え
を
リ

ン
ク
さ
せ
た
も
の
。進
展
著
し
い
近
年

の
技
術
革
新
の
中
に
あ
っ
て
、生
産
シ

ス
テ
ム
に
は
高
品
質
と
高
稼
働
率
に
加

え
て
、多
様
な
生
産
形
態
に
柔
軟
に
対

応
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、ど
ん
な
に
自
動
化
が
進
ん
で
も
生

産
を
行
う
の
は
人
間
。そ
の
為
、経
営

効
率
に
貢
献
す
る
だ
け
で
は
な
く
、オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、生
産
技
術
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
う
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
効

率
の
上
が
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、当

社
は
人
の
持
つ
本
来
の
能
力
を
活
か
す

こ
と
が
出
来
る「
人
に
優
し
い
」生
産

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
言
及
す
れ
ば
、当

社
は
北
米・ヨ
ー
ロ
ッ
パ・東
南
ア
ジ
ア・

中
国
・
台
湾
等
、海
外
に
８
社
の
現
地

法
人
を
配
置
し
た「
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応

力
」も
自
慢
で
す
。新
規
案
件
の
ご
相

談
等
様
々
な
ご
要
望
に
、世
界
中
の
ど

の
地
域
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
柔
軟
に

対
応
出
来
る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、お

客
様
は
日
本
を
は
じ
め
世
界
40
ヵ
国
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
理
念
は
、次
の
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。

一
、人
を
活
か
す（
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
し

な
が
ら
、全
体
と
し
て
の
完
成
を
求
め
て
ゆ

く
集
団
で
あ
る
。）

一
、技
術
革
新
に
努
め
る（
日
々
の
技
術
革
新
に

努
力
し
、社
会
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

ゆ
く
。）

一
、人
間
尊
重
を
貫
く（
常
に
人
間
尊
重
の
精

神
を
持
ち
、人
間
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
作

り
ゆ
く
。）

一
、創
造
的
人
生
を
ひ
ら拓
く（
自
己
の
人
格
・
能
力

を
高
め
、ク
リ
エ
イ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
を
創
造
し
て
ゆ
く
場
で
あ
る
。）

　
第
３
点
は
、「
品
質
の
均
一
化
」。第

三
者
検
査
の
原
則
化
と
と
も
に
、３
Ｄ

に
よ
る
構
想
シ
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
レ

ビ
ュ
ー
段
階
で
の
衆
知
の
結
集
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
４
点
は
、「
グ
ル
ー
プ
各
社
の
機

能
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
経
営
管

理
の
確
立
」。グ
ル
ー
プ
各
社
が
果
た

す
役
割
に
応
じ
た
評
価
が
的
確
に
出

来
る
仕
組
み
づ
く
り
を
は
じ
め
、国
際

財
務
報
告
基
準（
I
F
R
S
）や
事
業

継
続
計
画（
B
C
P
）へ
の
対
応
を
促

進
さ
せ
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
の
第
５
点
は
、「
働
き

が
い
の
あ
る
企
業
づ
く
り
」。当
社
は
、

「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を

育
て
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も

「
人
材
育
成
」を
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
軸
に
据
え
、キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
基
本
教
育
と
選
択
型
教
育
を

提
供
す
る
他
、当
社
の
強
み
を
活
か
す

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
努
め
、職
場

環
境
の
安
全・快
適
性
も
追
求
し
て
い

き
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
増
加
に
対
応
す
る
他
、

電
気
自
動
車
分
野
に
も
参
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
、欧
州
市
場
へ
の
参
入
を
果
た

す
べ
く
大
規
模
ラ
イ
ン
の
納
入
を
目
標

の
一
つ
に
定
め
、中
長
期
的
な
視
点
で

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。半
導
体
関

連
は
、ニ
ー
ズ
の
高
い
北
米
市
場
へ
の
展

開
を
積
極
的
に
図
り
な
が
ら
、業
界
内

で
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、家
電
関
連
で

は
ア
ジ
ア
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
確
立

の
為
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
核
と
す
る
ビ

ジ
ネ
ス・ス
キ
ー
ム
に
よ
る
受
注
活
動
を

活
発
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
新
事
業
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば

当
社
が
F
P
D
ビ
ジ
ネ
ス
で
培
っ
た

コ
ー
タ
ー（
塗
布
装
置
）技
術
の
異
分

野
で
の
展
開
や
、新
規
参
入
し
た
リ
チ

ウ
ム
電
池
事
業
等
、創
業
61
年
目
を

迎
え
た
今
年
、こ
れ
ら
の
新
た
な
取
り

組
み
と
と
も
に
、次
の
世
代
に
向
け
て

の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲工場視察風景 ▲米ゼネラル・モーターズ社からSupplier of the Yearを
　受賞した際の記念の楯(多大な貢献をした企業が受賞）

経
営
理
念
と
も
つ
な
が
る「
人
に
優
し
い
」

生
産
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る

主
要
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
を

図
り
つ
つ
新
分
野
へ
の
進
出
も
計
画

中
期
経
営
計
画「
P
L
U
S 

O
N
E 

61
」

を
も
と
に
描
く
持
続
的
成
長
軌
道

　
将
来
の
展
望
で
す
が
、中
期
経
営

計
画
で
は
14
年
度
の
売
上
げ
目
標
を

5
5
0
億
円
、営
業
利
益
率
目
標
を

５
％
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
先
述
の
中
期
経
営
計
画
の
第
１
点

で
の
事
業
分
野
別
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
と
、ま
ず
自
動
車
関
連
で
は
ハ
イ

▲左から平田社長、谷頭取、長下熊本営業部長、松永取締役

　「運搬の合理化」を追求したいとの想いからコンベヤ等の製造を開始されて以
降、常に顧客のニーズを捉える最新の自動化生産システムの開発に注力され、世
界の産業を支え続けてこられました。今回、工場を見学させて頂きましたが、ここ
熊本から世界の最先端の技術を支えていると思うと、非常に感慨深いものがござ
います。
　御社のような世界に誇る一流企業をご支援出来ることに感謝するとともに、今
年よりスタートされた新たな中期経営計画につきましても、既存事業の拡大と新
事業の確立に向けた取り組みにより、その目標を達成されることを祈念致します。
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な
い
、と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
約
20
年
間
、新
し
い
農
業
形

態
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
き
ま
し

た
。も
と
も
と
農
機
メ
ー
カ
ー
や
自
動

車
整
備
会
社
、肥
料
会
社
等
で
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
、1
9
8
2
年（
昭

和
57
年
）に
独
立
し
、「
北
部
肥
料
」

を
創
業
し
た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で

す
。肥
料
は
、米
や
野
菜
、果
物
等
を

育
て
る
農
家
の
方
々
に
販
売
し
ま
す

が
、そ
の
販
売
拡
大
の
為
に
は
需
要
側

で
あ
る〝
農
業
〞で
実
際
に
利
益
を
生

み
出
す
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
。そ
こ
で「
自
分
達
で
も
実
際

に
農
業
に
取
り
組
も
う
」と
、89
年

（
平
成
元
年
）に
熊
本
市（
現・同
市
北

区
）

あ
ら
き
ま
ち

改
寄
町
で
農
業
に
参
入
し
た
の
で

す
。最
初
は
畑
を
一
枚
も
持
た
な
い
、

ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
99
年（
平
成
11
年
）に
は
現
在
の「
有

限
会
社
北
部
農
園
」を
設
立
し
、生
産

拠
点
を
熊
本
県
玉
名
市
の
広
大
な
横

島
干
拓
地
や
、天
草
地
域
等
に
移
し
ま

し
た
。生
産
物
は
主
に
、レ
タ
ス
や
キ
ャ

ベ
ツ
等
の
葉
物
野
菜
が
中
心
で
す
。現

　
九
州
は
農
業
産
出
額（
2
0
1
0

年
）が
全
国
の
約
２
割
を
占
め
る
と
い

う
、日
本
の
重
要
な
食
糧
基
地
で
す
。

今
年
３
月
に
は
、官
民
一
体
と
な
っ
た

「
九
州
農
業
成
長
産
業
化
連
携
協
議

会
」が
設
立
さ
れ
る
等
、九
州
の
農
業

に
お
け
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま

す
。農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
経
済

界
か
ら
も
、農
業
の
成
長
産
業
化
が
今

後
の
九
州
経
済
の
発
展
に
は
欠
か
せ

有限会社北部農園

新
し
い
農
業
形
態
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

▲特製大型ビニールハウスの前で（左から上田会長、林頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行 

植
木
支
店

有
限
会
社
北
部
農
園

代
表
取
締
役
会
長

上
田 

教
二
氏

農
業
の
戦
略
経
営
と
効
率
化
で
、

新
た
な
ア
グ
リ･イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
を
目
指
す
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。
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有限会社北部農園

る
。投
下
し
た
資
本
が
一
年
中
稼
動
す

る
よ
う
に
、経
営
を
組
み
立
て
て
実
践

す
る
こ
と
で
、利
益
を
出
せ
る
産
業
に

な
る
。」と
強
く
感
じ
ま
し
た
。そ
こ

で
、ま
ず
課
題
に
対
し
て
戦
略
を
立

て
、流
通
シ
ス
テ
ム
や
生
産
方
法
等
を

見
直
し
、徹
底
的
に
効
率
化
を
図
り
ま

し
た
。そ
れ
に
加
え
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や

農
機
等
の
設
備
・
資
材
か
ら
、作
付
け

方
法
、流
通
・
販
売
面
に
至
る
ま
で
、

「
常
識
は
非
常
識
」と
い
う
意
識
で
、

従
来
の
農
業
の
方
式
に
捉
わ
れ
ず
に

本
質
を
見
極
め
、経
営
を
シ
ン
プ
ル
に

考
え
て
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
パ
イ

プ
の
間
隔
を
広
げ
る
等
の
自
社
独
自

仕
様
と
す
る
こ
と
で
、初
期
投
資
を
削

減
す
る
と
共
に
直
接
ト
ラ
ク
タ
ー
を
入

れ
て
作
業
を
し
易
く
す
る
等
、ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
ま
し
た
。

農
機
等
も
当
社
独
自
の
仕
様
で
す
。

　
栽
培
作
物
に
つ
い
て
も
、季
節
や
収

益
性
、労
働
生
産
性
を
考
慮
し
て
選
定

す
る
こ
と
で
生
産
効
率
を
上
げ
て
い
ま

す
。作
物
選
定
を
す
る
際
、輸
入
品
と

在
の
耕
地
面
積
は
、自
社
地
と
借
地
で

計
70
h
a（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）。そ
の
う
ち

30
h
a
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
6
0
0
棟

に
よ
る
施
設
栽
培
で
、面
積
・
棟
数
い

ず
れ
も
熊
本
県
内
で
最
大
規
模
で
す
。

実
面
積
は
70
h
a
で
す
が
、農
地
を
集

約
化
し
、「
連
作（
農
作
物
を
同
じ
土

地
で
続
け
て
育
て
る
こ
と
）」等
で
効

率
よ
く
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

年
間
を
通
し
た
延
べ
作
付
面
積
は

2
0
0
h
a
規
模
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
で
農
業
生
産
を
始
め
て
分

か
っ
た
の
は
、「
農
業
は
効
率
化
出
来

る
余
地
が
非
常
に
大
き
い
」と
い
う
こ

と
で
す
。今
日
、日
本
の
農
業
は
、コ
ス

ト
高
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

T
P
P
議
論
等
、数
多
く
の
課
題
が

山
積
し
、農
業
の
構
造
改
革
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
こ
う
し
た
中
で
、私
は「
農
業
は

や
り
方
次
第
で
い
く
ら
で
も
変
わ
れ

肥
料
効
果
に
早
く
か
ら
着
目
し
、自
社

オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
ぼ
か
し
肥
料（
様
々
な

有
機
質
肥
料
を
混
合
し
発
酵
さ
せ
た

も
の
）」を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
様
々
な
施
策
で
コ
ス
ト
削
減
等

を
行
っ
て
お
り
、お
そ
ら
く
当
社
の
コ
ス

ト
は
、一
般
の
農
家
の
３
分
の
１
程
度

で
し
ょ
う
。

　
農
業
で
は
、商
品
の
品
質
重
視
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、同
様
に
価
格
競
争
力

も
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。流
通・

販
売
面
で
は
、当
社
設
立
当
初
か
ら

「
受
注
生
産（
契
約
栽
培
）」に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。現
在
は
、カ
ッ
ト
野
菜

会
社
や
商
社
、流
通
大
手
等
を
中
心

に
、青
果
市
場
を
通
さ
な
い
取
引
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。意
外
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
う
し
た
契
約

栽
培
を
し
て
い
な
が
ら
、当
社
に
は
営

業
部
門
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、葉

物
野
菜
の
生
産
に
関
し
て
熊
本
県
の

価
格
面
で
対
等
に
勝
負
出
来
る
こ
と
は

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。栽
培
す
る
葉
物

野
菜
は
、年
間
を
通
し
て
需
要
が
見
込

め
る
レ
タ
ス
や
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
、春
に

供
給
が
不
足
す
る
キ
ャ
ベ
ツ
が
中
心
で

す
。レ
タ
ス
等
は
露
地
栽
培
が
一
般
的

で
す
が
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る

こ
と
で
雨
等
の
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

効
率
的
に
生
産
出
来
ま
す
。農
地
は
年

平
均
３
〜
４
回
転
出
来
ま
す
。て
い
し
ょ
く

定
植
本

数
も
通
常
は
１
反（
約
9
9
0
㎡
）6
，

6
0
0
株
の
と
こ
ろ
を
、当
社
は
8
，

0
0
0
〜
8
，8
0
0
株
に
上
げ
て
い
る

の
で
、結
果
的
に
耕
地
面
積
あ
た
り
の

生
産
性
が
高
ま
る
の
で
す
。こ
う
し
た
レ

タ
ス
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
つ
い
て
は
、全
国

で
も
あ
ま
り
前
例
が
無
く
、先
駆
的
な

取
り
組
み
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、連
作
を
行
う
と
、い
わ
ゆ
る

「
連
作
障
害（
連
作
に
よ
り
起
こ
る
生

育
不
良
）」が
起
こ
り
が
ち
で
す
が
、そ

れ
を
防
ぐ
為
に
合
理
的
な

せ
ひ
施
肥
を
行

い
、減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
で
の
生
産

と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
を
実
現
し
て
い

ま
す
。当
社
は「
家
畜
ふ
ん
堆
肥
」の

従
来
の
農
業
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

徹
底
的
な
効
率
化
と
栽
培
方
法

あ
え
て「
営
業
担
当
者
」を
置
か
な
い

そ
の
ヒ
ミ
ツ
と
は
？

▲収穫の様子 ▲収穫の様子

▲当社ビニールハウス内部の様子▲上田会長と当社従業員の皆様 ▲農業経営への想いを語る上田会長▲リーフレタス等圃場（大分県玖珠郡九重町）
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有限会社北部農園

る
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中
で
、私
は「
農
業
は

や
り
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次
第
で
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く
ら
で
も
変
わ
れ

肥
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早
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か
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、自
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オ
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さ
せ
た

も
の
）」を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
様
々
な
施
策
で
コ
ス
ト
削
減
等

を
行
っ
て
お
り
、お
そ
ら
く
当
社
の
コ
ス

ト
は
、一
般
の
農
家
の
３
分
の
１
程
度

で
し
ょ
う
。

　
農
業
で
は
、商
品
の
品
質
重
視
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、同
様
に
価
格
競
争
力

も
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。流
通・

販
売
面
で
は
、当
社
設
立
当
初
か
ら

「
受
注
生
産（
契
約
栽
培
）」に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。現
在
は
、カ
ッ
ト
野
菜

会
社
や
商
社
、流
通
大
手
等
を
中
心

に
、青
果
市
場
を
通
さ
な
い
取
引
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。意
外
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
う
し
た
契
約

栽
培
を
し
て
い
な
が
ら
、当
社
に
は
営

業
部
門
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、葉

物
野
菜
の
生
産
に
関
し
て
熊
本
県
の

価
格
面
で
対
等
に
勝
負
出
来
る
こ
と
は

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。栽
培
す
る
葉
物

野
菜
は
、年
間
を
通
し
て
需
要
が
見
込

め
る
レ
タ
ス
や
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
、春
に

供
給
が
不
足
す
る
キ
ャ
ベ
ツ
が
中
心
で

す
。レ
タ
ス
等
は
露
地
栽
培
が
一
般
的

で
す
が
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る

こ
と
で
雨
等
の
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

効
率
的
に
生
産
出
来
ま
す
。農
地
は
年

平
均
３
〜
４
回
転
出
来
ま
す
。て
い
し
ょ
く

定
植
本

数
も
通
常
は
１
反（
約
9
9
0
㎡
）6
，

6
0
0
株
の
と
こ
ろ
を
、当
社
は
8
，

0
0
0
〜
8
，8
0
0
株
に
上
げ
て
い
る

の
で
、結
果
的
に
耕
地
面
積
あ
た
り
の

生
産
性
が
高
ま
る
の
で
す
。こ
う
し
た
レ

タ
ス
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
つ
い
て
は
、全
国

で
も
あ
ま
り
前
例
が
無
く
、先
駆
的
な

取
り
組
み
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、連
作
を
行
う
と
、い
わ
ゆ
る

「
連
作
障
害（
連
作
に
よ
り
起
こ
る
生

育
不
良
）」が
起
こ
り
が
ち
で
す
が
、そ

れ
を
防
ぐ
為
に
合
理
的
な

せ
ひ
施
肥
を
行

い
、減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
で
の
生
産

と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
を
実
現
し
て
い

ま
す
。当
社
は「
家
畜
ふ
ん
堆
肥
」の

従
来
の
農
業
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

徹
底
的
な
効
率
化
と
栽
培
方
法

あ
え
て「
営
業
担
当
者
」を
置
か
な
い

そ
の
ヒ
ミ
ツ
と
は
？

▲収穫の様子 ▲収穫の様子

▲当社ビニールハウス内部の様子▲上田会長と当社従業員の皆様 ▲農業経営への想いを語る上田会長▲リーフレタス等圃場（大分県玖珠郡九重町）
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熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　今日の日本の農家は、担い手不足等の様々な問題で頭を悩ませています。その
ような中御社は、「シンプルな経営、そして従業員や地域を豊かにする」という理念
のもと、まさに自立した農業経営を構築され、農業の持つポテンシャルの高さを体
現しておられると確信しました。栽培方法等に工夫を凝らし、新しい農業形態に
チャレンジし続ける御社の柔軟な発想には私も学ぶべき点が多々ございました。
　この広大な農場と特製大型ハウスで育つ安全で美味しい食材をぜひ多くのお
客様の元へ届けられ、熊本を始め九州の農業のけん引役として今後一層発展され
ることを期待致します。

有限会社北部農園

豊
か
に
な
る
」、つ
ま
り〝
共
存
共
栄
〞と

い
う
目
標
が
あ
り
、当
社
の
経
営
理
念

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
創

業
時
か
ら
の
想
い
で
あ
り
、今
も
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。具
体
的
な
目

標
の
一
つ
に
、「
パ
ー
ト
時
給
2
，0
0
0

円
達
成
」が
あ
り
ま
す
。現
在
、既
に

1
，0
0
0
円
は
ク
リ
ア
し
て
お
り
、更

な
る
生
産
効
率
化
と
規
模
拡
大
に
よ
っ

て
、こ
の
目
標
達
成
は
可
能
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。当
社
は
農
地
を
借
地
相
場

よ
り
高
め
の
賃
料
で
借
り
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、農
業
従
事
者
が
少
な
く
な

り
、耕
作
放
棄
地
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
、

当
社
が
農
業
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て

農
業
生
産
地
の
振
興
の
一
翼
を
支
え

た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。こ

う
し
た〝
共
存
共
栄
〞と
い
う
目
標
に

達
す
る
為
に
も
、生
産
規
模
を
更
に
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
日
、当
社
は
農
業
界
で
よ
う
や
く

「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
」に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、そ
れ
で
も
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら

も
絶
え
ず
進
化
を
続
け
、経
営
努
力

関
係
各
位
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
で
、

セ
ー
ル
ス
を
し
な
く
と
も
自
然
に
販
売

が
伸
び
て
い
く
か
ら
で
す
。同
時
に
、

契
約
で
あ
ら
か
じ
め
価
格
と
量
が
決

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、収
入
が
安
定

し
、大
量
生
産
と
安
定
供
給
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
農
業
で

は
、戦
略
を
立
て
、効
率
的
に
運
営
し
、

か
つ
生
産
規
模
を
拡
大
し
て
い
け
ば
、

利
益
を
上
げ
る
の
は
そ
う
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
経
営
の
様
々
な
取

り
組
み
に
対
し
て
各
方
面
か
ら
高
い

評
価
を
頂
い
た
結
果
、09
年（
平
成
21

年
）に
農
林
水
産
省
等
か
ら「
国
産
野

菜
の
生
産・利
用
拡
大
優
良
事
業
者
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
他
、10
年（
平
成

22
年
）に
は
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
で
も
個
別
経
営
部
門
秀
賞
を
受

賞
致
し
ま
し
た
。

　
私
に
は
、「
働
く
人
や
地
域
が
共
に

を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。最
近
で
は
、農
業
生
産
だ
け
で
な

く
、加
工
業
者
と
提
携
し
て
、自
社
生

産
の
野
菜
を
使
っ
た
ギ
ョ
ー
ザ
の
製
造

販
売
等
、新
た
な
取
り
組
み
も
始
め
て

い
ま
す
。お
か
げ
様
で
こ
ち
ら
も
ご
好

評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、次
世
代
の
農
業
経
営

者
育
成
等
に
も
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。農
業
の
戦
略
経
営
と
効
率
化

を
更
に
進
め
て
、よ
り
高
度
な
ア
グ
リ・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
を
目
指
し
、更
な
る

挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
業
で
、働
く
人
を
豊
か
に
し
、

地
域
を
活
性
化
し
た
い

▲熊本県農業コンクール大会賞状

▲賞状を前に上田会長夫妻

▲視察風景

▲熊本県農業コンクール大会受賞時の様子

▲左から甲斐支店長、上田社長、上田会長、林頭取

▲当社取扱商品（「熊本ギョーザ」等）

▲当社直営飲
食店前景

▲当社直営飲食店にて

▲当社野菜をふんだん
に使った「ギョーザ定食

」
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57
年（
昭
和
32
年
）、5
0
0
総
ト
ン

以
上
の
船
舶
の
建
造
許
可
を
受
け
た

後
、59
年（
昭
和
34
年
）に
は
作
業
船
や

バ
ー
ジ（
貨
物
運
搬
用
の
平
底
の
船

舶
）等
の
建
造
を
開
始
。61
年（
昭
和

36
年
）の
小
型
タ
ン
カ
ー
及
び
貨
物
船

第
１
船
を
、翌
年
に
は
旅
客
船
の
第
１

船
を
建
造
、65
年
〜
81
年
に
か
け
て
は
、

イ
ン
ド・フ
ィ
リ
ピ
ン・南
イ
エ
メ
ン
へ
各

種
鋼
船
を
輸
出
。88
年（
昭
和
63
年
）

に
は
当
社
初
の
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
を

建
造
し
ま
し
た
。平
成
に
入
る
と
防
衛

庁（
現・防
衛
省
）向
け
支
援
船
や
日
本

郵
船
株
式
会
社
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
船

「
レ
デ
ィ
ク
リ
ス
タ
ル
」を
建
造
し
、93

年（
平
成
５
年
）に
は
現
在
の
前
畑
造

船
株
式
会
社
へ
と
改
称
し
ま
し
た
。

　
注
目
頂
き
た
い
の
は
、07
年（
平
成

19
年
）に
日
本
初
の
7
4
9
総
ト
ン
型

電
気
推
進
タ
ン
カ
ー
を
完
工
し
た
こ

と
で
す
。こ
の
タ
ン
カ
ー
建
造
は
、時

代
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
づ
く
り
で

す
。こ
の
よ
う
に
当
社
の
強
み
は
、多

く
の
ふ
な
だ
ね

船
種
を
建
造
出
来
る
技
術
力
の

高
さ
に
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
1
9
4
8
年（
昭
和
23

年
）、戦
艦
大
和
の
建
造
主
任
を
務

め
、ま
た
佐
世
保
海
軍

こ
う
し
ょ
う

工
廠
で
も
合

計
11
年
勤
め
て
海
軍
技
術
少
将（
終

戦
中
将
）に
ま
で
な
っ
た
、芳
井
一
夫
と

工
廠
時
代
の
部
下
達
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
株
式
会
社
前
畑
鉄
工
所
が
前
身

で
す
。同
年
12
月
に
は
前
畑
造
船
鉄
工

株
式
会
社
と
改
称
し
、船
舶
の
修
理
業

務
を
開
始
し
ま
し
た
。

前畑造船株式会社

▲二重反転プロペラの前にて、左から田頭社長、小幡頭取

創
業
者
や
歴
代
社
長
の
志
が
息
づ
く

進
取
の
気
性
に
富
ん
だ

も
の
づ
く
り
の
歴
史

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

本
店
営
業
部

前
畑
造
船
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

田
頭 

愼
一
氏

「
技
術
の
研
讃
と
イ
ノ
ベ
ー
ション
」に
よって

時
代
の
要
請
に
応
え
続
け
る

内
航
船
舶
建
造
部
門
の
トッ
プ
リ
ー
ダ
ーへ
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57
年（
昭
和
32
年
）、5
0
0
総
ト
ン

以
上
の
船
舶
の
建
造
許
可
を
受
け
た

後
、59
年（
昭
和
34
年
）に
は
作
業
船
や

バ
ー
ジ（
貨
物
運
搬
用
の
平
底
の
船

舶
）等
の
建
造
を
開
始
。61
年（
昭
和

36
年
）の
小
型
タ
ン
カ
ー
及
び
貨
物
船

第
１
船
を
、翌
年
に
は
旅
客
船
の
第
１

船
を
建
造
、65
年
〜
81
年
に
か
け
て
は
、

イ
ン
ド・フ
ィ
リ
ピ
ン・南
イ
エ
メ
ン
へ
各

種
鋼
船
を
輸
出
。88
年（
昭
和
63
年
）

に
は
当
社
初
の
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
を

建
造
し
ま
し
た
。平
成
に
入
る
と
防
衛

庁（
現・防
衛
省
）向
け
支
援
船
や
日
本

郵
船
株
式
会
社
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
船

「
レ
デ
ィ
ク
リ
ス
タ
ル
」を
建
造
し
、93

年（
平
成
５
年
）に
は
現
在
の
前
畑
造

船
株
式
会
社
へ
と
改
称
し
ま
し
た
。

　
注
目
頂
き
た
い
の
は
、07
年（
平
成

19
年
）に
日
本
初
の
7
4
9
総
ト
ン
型

電
気
推
進
タ
ン
カ
ー
を
完
工
し
た
こ

と
で
す
。こ
の
タ
ン
カ
ー
建
造
は
、時

代
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
づ
く
り
で

す
。こ
の
よ
う
に
当
社
の
強
み
は
、多

く
の
ふ
な
だ
ね

船
種
を
建
造
出
来
る
技
術
力
の

高
さ
に
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
1
9
4
8
年（
昭
和
23

年
）、戦
艦
大
和
の
建
造
主
任
を
務

め
、ま
た
佐
世
保
海
軍

こ
う
し
ょ
う

工
廠
で
も
合

計
11
年
勤
め
て
海
軍
技
術
少
将（
終

戦
中
将
）に
ま
で
な
っ
た
、芳
井
一
夫
と

工
廠
時
代
の
部
下
達
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
株
式
会
社
前
畑
鉄
工
所
が
前
身

で
す
。同
年
12
月
に
は
前
畑
造
船
鉄
工

株
式
会
社
と
改
称
し
、船
舶
の
修
理
業

務
を
開
始
し
ま
し
た
。

前畑造船株式会社

▲二重反転プロペラの前にて、左から田頭社長、小幡頭取

創
業
者
や
歴
代
社
長
の
志
が
息
づ
く

進
取
の
気
性
に
富
ん
だ

も
の
づ
く
り
の
歴
史

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

本
店
営
業
部

前
畑
造
船
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

田
頭 

愼
一
氏

「
技
術
の
研
讃
と
イ
ノ
ベ
ー
ション
」に
よって

時
代
の
要
請
に
応
え
続
け
る

内
航
船
舶
建
造
部
門
の
トッ
プ
リ
ー
ダ
ーへ
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前畑造船株式会社

を
見
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
実
行

す
る
企
業
文
化
を
育
ん
で
い
き
た

い
。」と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、も
の
づ
く
り
の
典
型
で

あ
る「
造
船
」と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、

人
間
性
の
高
い
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
会
社
を
支
え
る
人
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、毎
月
全
社
員
一
人

ひ
と
り
の
給
料
袋
に
私
か
ら
の「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」を
添
え
て
い
ま
す
。今
で
は
、

社
員
の
み
な
ら
ず
家
族
の
方
も
私
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
で

す
。更
に
は
全
社
員
の
誕
生
日
に
も
、ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
買
え
る
程
度
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈

し
て
い
ま
す
。「
社
員
の
こ
と
を
想
っ
て

い
る
」と
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
伝
え

ら
れ
た
ら
…
と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
特
徴
の
一
つ
は
、代
々
の
社

　
当
社
の
社
是
は「
け
い
て
ん
あ
い
じ
ん

敬
天
愛
人
」。こ

れ
は
西
郷
隆
盛
が
好
ん
で
用
い
た
言

葉「
天
を
敬
い
、人
を
愛
す
る
」に
由

来
す
る
も
の
で
す
。社
長
就
任
当
時
、

鹿
児
島
県
出
身
で
あ
る
私
が
小
さ
い

頃
か
ら
聞
い
て
育
っ
て
き
た
こ
の
言
葉

を
社
是
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、経
営
理
念
は
、「
も
の
づ
く
り

を
通
し
て
人
間
性
を
高
め
る
と
共
に
、

全
社
員
が
自
ら
の
幸
福
を
追
求
し
な

が
ら
地
域
・
社
会
に
貢
献
す
る
」と
示

し
て
い
ま
す
。こ
の
理
念
に
は「
･
社

員
各
自
が
自
身
の
人
間
性
を
高
め
、他

力
で
な
く
自
力
で
自
ら
の
幸
福
を
追

求
す
る
と
共
に
、他
人
を
愛
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、地
域
や
社
会
に
貢
献
出
来

る
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。･
人

材
こ
そ
無
限
に
成
長
す
る
最
高
の
資

源
と
考
え
、人
材
教
育
に
力
を
入
れ
自

ら
学
習
し
続
け
る
企
業
文
化
を
育
て

て
い
き
た
い
。･
ま
た
、常
に
時
代
の
先

リ
ー「
有
明
み
ら
い
」を
は
じ
め
、佐
世

保
湾
を
航
行
す
る「
パ
ー
ル
ク
ィ
ー

ン
」、博
多
湾
の
ク
ル
ー
ズ
船「
マ
リ
エ

ラ
」、あ
る
い
は
各
種
タ
ン
カ
ー
や
防

衛
省
の
艦
船
等
に
代
表
さ
れ
る
1
，

0
0
0
総
ト
ン
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
種

類
の
船
舶
建
造
に
携
わ
っ
て
き
た
実
績

が
示
す
品
質
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
で
、国

内
の
有
力
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
船
主
か
ら

厚
い
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身「
新
し
い
こ
と
が
好
き
」と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、「
何
か
変
わ
っ
た

取
り
組
み
を
す
る
な
ら
前
畑
造
船
に

相
談
し
て
み
て
は
」と
い
っ
た
中
央
官

庁
か
ら
の
推
薦
を
頂
く
こ
と
が
あ
れ

ば
、必
ず
そ
の
ご
相
談
に
対
応
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。例
え
ば
、株

式
会
社
I
H
I
と
の
連
携
に
よ
っ
て
完

成
し
た
日
本
初
の
内
航
電
気
推
進
タ

ン
カ
ー「
な
で
し
こ
丸
」が
そ
の
１
つ
で

す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、今

で
は
、省
エ
ネ
型
電
気
推
進
船
の
建
造

隻
数
で
は
、現
在
当
社
が
日
本
一
に

な
っ
て
い
ま
す
。

長
が
技
術
畑
出
身
で
あ
っ
た
様
に
、造

船
技
術
に
対
す
る
自
信
を
持
っ
て
建

造
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
で
す
。先
に

も
お
話
し
た
様
に
、初
代
社
長
の
芳
井

一
夫
は
戦
艦
大
和
の
建
造
主
任
を
務

め
、こ
じ
ま
の
ぼ
る

児
島
襄
の
著
書「
戦
艦
大
和
」に

も
芳
井
大
佐
と
し
て
登
場
し
た
ほ
ど

の
人
物
で
し
た
。以
前
、私
が
広
島
県

呉
市
の〝
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〞を
訪
れ

た
際
に
、大
和
建
造
技
師
の
展
示
銘

板
の
最
上
段
に
創
業
者
で
あ
る
芳
井

一
夫
の
名
前
を
見
つ
け
、そ
の
功
績
の

偉
大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。残

念
な
が
ら
、私
は
一
緒
に
仕
事
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の

〝
高
い
技
術
力
〞と〝
も
の
づ
く
り
へ
の

志
〞は
、時
代
を
超
え
て
今
も
な
お
当

社
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
志
の
１
つ
が「
恒
に
時
代
の
先

を
見
た
新
機
軸
を
取
り
入
れ
挑
戦
す

る
技
術
集
団
」で
あ
る
こ
と
で
す
。お

客
様
の
ど
ん
な
難
し
い
注
文
に
も
柔

軟
に
対
応
す
べ
く
、日
々
技
術
力
を
磨

い
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、今
年
４

月
に
就
航
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
フ
ェ

▲次代を担う若い作業員達と、左から6番目が田頭社長 ▲工場視察風景

▲給料袋と社長からのメッセージ▲ＮＣ鋼板切断工場 ▲小幡頭取

▲田頭社長

多
様
な
特
色
と
積
み
重
ね
た
実
績
を

も
と
に
多
く
の
お
客
様
の
信
頼
を
獲
得

造
船
と
い
う
仕
事
に
よ
っ
て

社
員
の
人
間
性
を
高
め

地
域・社
会
に
貢
献
す
る
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前畑造船株式会社

を
見
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
実
行

す
る
企
業
文
化
を
育
ん
で
い
き
た

い
。」と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、も
の
づ
く
り
の
典
型
で

あ
る「
造
船
」と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、

人
間
性
の
高
い
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
会
社
を
支
え
る
人
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、毎
月
全
社
員
一
人

ひ
と
り
の
給
料
袋
に
私
か
ら
の「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」を
添
え
て
い
ま
す
。今
で
は
、

社
員
の
み
な
ら
ず
家
族
の
方
も
私
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
で

す
。更
に
は
全
社
員
の
誕
生
日
に
も
、ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
買
え
る
程
度
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈

し
て
い
ま
す
。「
社
員
の
こ
と
を
想
っ
て

い
る
」と
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
伝
え

ら
れ
た
ら
…
と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
特
徴
の
一
つ
は
、代
々
の
社

　
当
社
の
社
是
は「
け
い
て
ん
あ
い
じ
ん

敬
天
愛
人
」。こ

れ
は
西
郷
隆
盛
が
好
ん
で
用
い
た
言

葉「
天
を
敬
い
、人
を
愛
す
る
」に
由

来
す
る
も
の
で
す
。社
長
就
任
当
時
、

鹿
児
島
県
出
身
で
あ
る
私
が
小
さ
い

頃
か
ら
聞
い
て
育
っ
て
き
た
こ
の
言
葉

を
社
是
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、経
営
理
念
は
、「
も
の
づ
く
り

を
通
し
て
人
間
性
を
高
め
る
と
共
に
、

全
社
員
が
自
ら
の
幸
福
を
追
求
し
な

が
ら
地
域
・
社
会
に
貢
献
す
る
」と
示

し
て
い
ま
す
。こ
の
理
念
に
は「
･
社

員
各
自
が
自
身
の
人
間
性
を
高
め
、他

力
で
な
く
自
力
で
自
ら
の
幸
福
を
追

求
す
る
と
共
に
、他
人
を
愛
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、地
域
や
社
会
に
貢
献
出
来

る
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。･
人

材
こ
そ
無
限
に
成
長
す
る
最
高
の
資

源
と
考
え
、人
材
教
育
に
力
を
入
れ
自

ら
学
習
し
続
け
る
企
業
文
化
を
育
て

て
い
き
た
い
。･
ま
た
、常
に
時
代
の
先

リ
ー「
有
明
み
ら
い
」を
は
じ
め
、佐
世

保
湾
を
航
行
す
る「
パ
ー
ル
ク
ィ
ー

ン
」、博
多
湾
の
ク
ル
ー
ズ
船「
マ
リ
エ

ラ
」、あ
る
い
は
各
種
タ
ン
カ
ー
や
防

衛
省
の
艦
船
等
に
代
表
さ
れ
る
1
，

0
0
0
総
ト
ン
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
種

類
の
船
舶
建
造
に
携
わ
っ
て
き
た
実
績

が
示
す
品
質
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
で
、国

内
の
有
力
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
船
主
か
ら

厚
い
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身「
新
し
い
こ
と
が
好
き
」と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、「
何
か
変
わ
っ
た

取
り
組
み
を
す
る
な
ら
前
畑
造
船
に

相
談
し
て
み
て
は
」と
い
っ
た
中
央
官

庁
か
ら
の
推
薦
を
頂
く
こ
と
が
あ
れ

ば
、必
ず
そ
の
ご
相
談
に
対
応
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。例
え
ば
、株

式
会
社
I
H
I
と
の
連
携
に
よ
っ
て
完

成
し
た
日
本
初
の
内
航
電
気
推
進
タ

ン
カ
ー「
な
で
し
こ
丸
」が
そ
の
１
つ
で

す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、今

で
は
、省
エ
ネ
型
電
気
推
進
船
の
建
造

隻
数
で
は
、現
在
当
社
が
日
本
一
に

な
っ
て
い
ま
す
。

長
が
技
術
畑
出
身
で
あ
っ
た
様
に
、造

船
技
術
に
対
す
る
自
信
を
持
っ
て
建

造
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
で
す
。先
に

も
お
話
し
た
様
に
、初
代
社
長
の
芳
井

一
夫
は
戦
艦
大
和
の
建
造
主
任
を
務

め
、こ
じ
ま
の
ぼ
る

児
島
襄
の
著
書「
戦
艦
大
和
」に

も
芳
井
大
佐
と
し
て
登
場
し
た
ほ
ど

の
人
物
で
し
た
。以
前
、私
が
広
島
県

呉
市
の〝
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〞を
訪
れ

た
際
に
、大
和
建
造
技
師
の
展
示
銘

板
の
最
上
段
に
創
業
者
で
あ
る
芳
井

一
夫
の
名
前
を
見
つ
け
、そ
の
功
績
の

偉
大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。残

念
な
が
ら
、私
は
一
緒
に
仕
事
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の

〝
高
い
技
術
力
〞と〝
も
の
づ
く
り
へ
の

志
〞は
、時
代
を
超
え
て
今
も
な
お
当

社
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
志
の
１
つ
が「
恒
に
時
代
の
先

を
見
た
新
機
軸
を
取
り
入
れ
挑
戦
す

る
技
術
集
団
」で
あ
る
こ
と
で
す
。お

客
様
の
ど
ん
な
難
し
い
注
文
に
も
柔

軟
に
対
応
す
べ
く
、日
々
技
術
力
を
磨

い
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、今
年
４

月
に
就
航
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
フ
ェ

▲次代を担う若い作業員達と、左から6番目が田頭社長 ▲工場視察風景

▲給料袋と社長からのメッセージ▲ＮＣ鋼板切断工場 ▲小幡頭取

▲田頭社長

多
様
な
特
色
と
積
み
重
ね
た
実
績
を

も
と
に
多
く
の
お
客
様
の
信
頼
を
獲
得

造
船
と
い
う
仕
事
に
よ
っ
て

社
員
の
人
間
性
を
高
め

地
域・社
会
に
貢
献
す
る
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親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　本日は、田頭社長のお話をお伺いし、また船台等の現場を見学させて頂き、
御社が“建造可能な船種の多さ”という強みを有しておられる理由を垣間見る
ことが出来ました。初代社長から脈々と受け継がれている「ものづくり」への熱
い想いがあるからこそ、時代ごとに求められる技術が詰まった「日本初」となる
船造りに取り組むことが出来るのでしょう。
　今後も、先見性に富む柔軟な発想を活かした技術集団としてイノベーション
を継続し、高付加価値船舶を提供されることで、国内のトップリーダーとして走
り続けられることを祈念致します。

前畑造船株式会社

　
当
社
は
、佐
世
保
港
内
に
お
い
て
最

も
安
全
な
船
舶
の
避
泊
地
で
あ
り
、船

舶
造
修
に
最
適
な
前
畑
の
浦
に
位
置

し
て
い
ま
す
。た
だ
し
目
の
前
に
は
米

軍
の
爆
薬
庫
も
存
在
し
、こ
れ
以
上
の

規
模
拡
大
も
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、当

該
設
備
の
範
囲
内
で
1
，0
0
0
総
ト

ン
以
下
の
あ
ら
ゆ
る
船
舶
の
建
造
が

出
来
る
造
船
所
と
な
れ
る
様
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。電
気
推
進
船
等
、こ
の
先
も

環
境
を
重
視
し
た「
省
エ
ネ
船
」に
業

界
の
関
心
や
要
望
が
高
ま
る
こ
と
は

必
至
で
す
。今
年
９
月
に
は
、日
本
初

の
7
4
9
総
ト
ン
型
主
機
直
結
二
重

反
転
プ
ロ
ペ
ラ
推
進
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン

カ
ー（
一
般
の
船
舶
と
比
べ
30
％
の
効

率
化
を
見
込
む
）を
完
工
予
定
で
す
。

今
後
も
時
代
の
流
れ
で
あ
る
C
O
2
削

減
や
環
境
問
題
を
念
頭
に
置
い
た
船

造
り
を
志
向
し
、内
航
船
舶
建
造
の

　
ま
た
当
社
の
特
徴
に
、中
小
企
業
で

あ
り
な
が
ら
、誰
一
人
と
し
て
血
縁
関

係
の
あ
る
社
長
就
任
が
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
会
社
で

あ
る
と
い
う
意
識
の
も
と
、伸
び
伸
び

と
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
専
心
さ
え

す
れ
ば
、誰
で
も
社
長
に
な
れ
る
の

だ
、と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、現
場
の
目

を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、現
場

技
術
者
が
考
え
た
各
種
機
器
や
配
管

の
位
置
の
変
更
等
、現
場
の「
こ
う
し

た
い
」と
い
う
意
見
、想
い
が
積
極
化

す
る
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
で
し
ょ
う

か
、社
員
は「
あ
の
船
は
自
分
が
造
っ

た
！
」と
い
う
意
識
が
強
く
、更
な
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
続
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
更
に
当
社
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

現
場
作
業
員
の
平
均
年
齢
が
、こ
の
種

の
製
造
業
で
は
珍
し
く
36
．6
歳
と
若

い
こ
と
で
す
。彼
ら
若
い
年
代
が
支
え

て
い
る
会
社
で
あ
り
、こ
れ
が
当
社
の

経
営
資
源
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。

部
門
で
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た

新
た
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、電
気
推

進
型
の
遊
覧
船
や
フ
ェ
リ
ー
の
開
発
も

進
行
中
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
で
の
展
開
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。東
南
ア
ジ
ア
圏
に

お
け
る
今
後
の
海
運
業
の
展
開
を
み

た
と
き
に
、佐
世
保
は
日
本
の
中
で
も

良
い
立
地
条
件
の
中
に
あ
り
、こ
の
圏

内
で
の
小
型
船
に
よ
る
海
上
輸
送
も

飛
躍
的
に
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。造
船
業
の
発
展
著
し
い
韓
国
に

あ
っ
て
も
小
型
の
近
海
船
を
建
造
す
る

造
船
所
は
な
く
、今
後
為
替
が
円
安
に

ふ
れ
れ
ば
、東
南
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る

優
位
性
の
高
い
隙
間
産
業
的
な
可
能

性
を
有
し
て
お
り
、大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、当
社
の
理
念
に
あ
る「
恒

に
技
術
の
研
讃
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
怠
る
こ
と
な
く
、高
品
質
・
高
付
加

価
値
の
船
造
り
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲船台視察風景

▲「パールクィーン」 ▲自衛艦船▲「なでしこ丸」電気推進白タンカー

▲進水式の様子
▲左から宗本店営業部長、田頭社長、小幡頭取▲大きな船首を見上げる田頭社長（左奥）と小幡頭取（右手前）

目
指
す
の
は
省
エ
ネ
や

ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た

高
付
加
価
値
の
内
航
船
舶
建
造
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